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１. はじめに

ふくらはぎ周囲長 (以下, CC) から推計BMI (e-

BMI) を求める回帰式について著者らは, 島根県

立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第53号

｢ふくらはぎ周囲長からのBMIの推計式について｣
１) において, 男女共通e-BMI＝0.84072×CC－7.72,

男性用e-BMI＝0.69508×CC－2.538, 女性用e-BMI＝

0.96508×CC－11.92の３つの回帰式を示したが,

この回帰式が適用できない事例として, 体重をコン

トロールしていると思われる青年女子については,

南九州大学研究報告 (自然科学編) 45A ｢青年女子

のBMIをふくらはぎ周囲長から推計する回帰式作

成について｣ ２) においてe-BMI＝0.81032×CC－7.6

54 (以下, 甲斐e-BMI) が適切であることが示され

ている.

そこで甲斐e-BMIの有効性の検証を兼ねて, 本大

学における実習時に女子学生 (以下, 女子学生) の

CCと身長・体重から算出されたBMI (以下, 算出

BMI) のデータを用いた検討を行った.

また, 宮崎県体育協会スポーツ医科学委員会 (以

下, 医科学委員会) が行った男子国体候補選手 (以

下, 男子スポーツ選手) においても種目の要請によ

るもの思われる体重コントロールによりe-BMIとの

不適合事例が見られたので, 併せて報告する.

２. 方法

１) 対象者

2014～2015年に在籍している女子学生79名, お

よび2013～2014年に医科学委員会が行った身体計

測および血液検査等に参加した男子スポーツ選手
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131名について, 無記名のデータの提供を受けた.

２) 調査項目および調査の実施方法

女子学生については, CCメジャー３) を用いて右

足のCCの測定および身長・体重の測定後にデータ

の提供を受けた.

男子スポーツ選手については, 医科学委員会が行っ

た身体計測および血液検査等の時にJIS規格のメジャー

による右足CCの測定データおよび身長・体重のデー

タの提供を受けた.

男子スポーツ選手の体重コントロールの有無を算

出BMIで21未満群と21以上の群に分けて検討を行っ

た.

３) 統計処理

算出BMIとCCから求めた男女共通e-BMI, 性別e-

BMI, 甲斐e-BMIについて, 関連のある平均値の差

の検定を行った.

４) 倫理的配慮

島根県立大生に対しては, 調査実施時に口頭でデー

タを研究に用いることを説明し, 了解が得られた学

生のみから, 無記名によるデータの提出を受けた.

また, ２年分のデータをまとめることで, 匿名性を

確保した.

男子スポーツ選手については, 医科学委員会の測

定時にデータの利用についての同意を得ているほか,

連結不可能匿名性データとしての提供を受けた.

３. 結果
１) 女子学生

対象者は83名で協力者が79名, データの回収率

は95.2％であった. 年齢19.3±0.5歳, 身長159.3±5.

8㎝, 体重53.4±7.2kg, 算出BMI 21.0±2.4kg/㎡,

CC 35.4±2.8㎝であった.

算出BMIとCCの関係は, 図１のとおり, 相関係

数が0.83541と非常に高い相関が認められた.

図１ 女子学生の算出BMIとCCの関係

算出BMIと男女共通e-BMI, 女性用e-BMI, 甲斐

e-BMI (以下, ３つのe-BMI) 間の比較では, 算出

BMIは男女共通e-BMIと女性用e-BMIに有意差が認

められたが, 甲斐e-BMIとは有意差は認められなかっ

た (表１).

表１ 女子学生における算出BMIと３つのe-BMI間の比較

また, 算出BMIと３つのe-BMIの関係は図２～４

のとおりで, 相関係数は0.83410～0.83598と非常に

高い相関が認められた.

図２ 女子学生の算出BMIと男女共通e-BMIの関係

－ 112 －

平均 標準偏差 t値 p値

算出BMI 21.0 2.4

男女共通e-BMI 22.0 2.4 －6.6345 0.0000

女性用e-BMI 22.2 2.7 －7.2735 0.0000

甲斐e-BMI 21.0 2.3 －0.1084 0.9139

注１：関連のある平均値の差の検定を実施.

注２：太字は５％未満の危険率で, 算出BMIと有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は79名
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図３ 女子学生の算出BMIと女性用e-BMIの関係

図４ 女子学生の算出BMIと甲斐BMIの関係

男女共通e-BMIと女性用e-BMIの比較では, 有意

差が認められた (表２).

表２ 女子学生における男女共通e-BMIと女性用e-BMI間
の比較

甲斐e-BMIと女性用e-BMIの比較では, 有意差が

認められた (表３).

表３ 女子学生における甲斐BMIと男女共通e-BMI間の比較

甲斐e-BMIと女性用e-BMIの比較では, 有意差が認めら

れた (表４).

表４ 女子学生における甲斐BMIと女性用e-BMI間の比較

２) 男子スポーツ選手

(１) 全体

対象者は131名で, 年齢15.8±1.0歳, 身長168.2±

7.0cm, 体重61.8±13.1kg, 算出BMI 21.7±3.7㎏/

㎡, CC 36.4±3.3㎝であった.

全体では, 算出BMIとCC間には相関係数0.87719

という非常に高い相関が認められた (図５).

図５ 男子スポーツ選手の算出BMIとCCの関係

－ 113 －

平均 標準偏差 t値 p値

男女共通e-BMI 22.0 2.4

女性用e-BMI 22.2 2.7 －5.0565 0.0000

注１：関連のある平均値の差の検定を実施.

注２：太字は５％未満の危険率で, 算出BMIと有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は79名

平均 標準偏差 t値 p値

男女共通e-BMI 21.0 2.3

女性用e-BMI 22.0 2.4 －79.8038 0.0000

注１：関連のある平均値の差の検定を実施.

注２：太字は５％未満の危険率で, 算出BMIと有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は79名

平均 標準偏差 t値 p値

甲斐e-BMI 21.0 2.3

女性用e-BMI 22.2 2.7 －23.6500 0.0000

注１：関連のある平均値の差の検定を実施.

注２：太字は５％未満の危険率で, 算出BMIと有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は79名
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算出BMIと男女共通e-BMIと男性用e-BMI (以下,

２つのe-BMI) との間に有意な差が認められた (表

５).

表５ 男子スポーツ選手における算出BMIと２つの

e-BMIの比較

(２) 算出BMI 21未満群

対象者は66名で, 年齢15.6±1.0歳, 身長166.5±

7.5㎝, 体重53.5±6.1kg, 算出BMI 19.2±1.0kg/㎡,

CC 34.2±1.8㎝であった. (表８)

算出BMIとCC間には相関係数0.43598という有意

ではあるが比較的低い相関が認められた (図６).

図６ 算出BMI 21未満の男子スポーツ選手の算出BMI

とCCの関係

算出BMIと２つのe-BMI間に有意差が認められた

(表６).

表６ 算出BMIが21未満の男子スポーツ選手におけ

る算出BMIと２つのe-BMIの比較

(３) 算出BMI 21以上群

対象者は65名で, 年齢16.0±0.9歳, 身長169.9±

5.9㎝, 体重70.3±12.9kg, 実測BMI 24.3±3.6㎏/

㎡, CC 38.7±3.0㎝であった. (表８)

算出BMIとCC間には相関係数0.85605という非常

に高い相関が認められた (図７).

図７ 算出BMI 21以上の男子スポーツ選手の算出

BMIとCCの関係

算出BMIと男女共通e-BMI間に有意差が認められ

たが, 男性用e-BMI間に有意差が認められなかった

(表７).

－ 114 －

平均 標準偏差 t値 p値

算出BMI 21.7 3.7

男女共通e-BMI 22.9 2.8 －7.2014 0.0000

男子用e-BMI 22.7 2.3 －5.3341 0.0000

注１：関連のある平均値の差の検定を実施.

注２：太字は５％未満の危険率で, 算出BMIと有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は131名

平均 標準偏差 t値 p値

算出BMI 19.2 1.0

男女共通e-BMI 21.0 1.5 －10.2766 0.0000

男子用e-BMI 21.1 1.2 －12.4547 0.0000

注１：関連のある平均値の差の検定を実施.

注２：太字は５％未満の危険率で, 算出BMIと有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は66名
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表７ 算出BMIが21以上の男子スポーツ選手におけ

る算出BMIと２つのe-BMIの比較

(４) 算出BMI 21未満群と以上群の比較

表８に示したとおり, 年齢, 身長, 体重, 算出

BMI, ２つのBMIおよびCC間において有意差が認

められた.

表８ 男子スポーツ選手における算出BMIが21未満

群と以上群の基本統計量の比較

４. 考察

１) 女子学生

対象者の算出BMI 21.0±2.4㎏/㎡は, 青年女子

の痩せ嗜好に関する研究４) ～６) にあるBMI 20.7～2

0.9とほぼ一致していることから, 本集団はダイエッ

トをしているものを多く含む集団と考えた.

甲斐らの研究にあるように, ダイエットをしてい

る集団であっても算出BMIとCCは0.78650と高い相

関係数が認められる. 本集団も図１のとおり, 相関

係数が0.83541と非常に高い相関が認められたこと

から, 甲斐らの研究を追認する結果であった.

表１のとおり, 算出BMIと３つのe-BMI間の比較

では, 算出BMIは男女共通e-BMIと女性用e-BMIに

有意差が認められたが, 甲斐e-BMIとは有意差は認

められなかったことから, 青年女子では一般人を対

象とした男女共通e-BMIと女性用e-BMIではなく,

甲斐e-BMIを用いることで, 青年女子の算出BMIを

推計できると考えた.

また, 算出BMIと３つのe-BMIの関係は図２～４

のとおりで, 相関係数は0.83410～0.83598と非常に

高い相関が認められたことから, 青年女子ではダイ

エットによる体重コントロールの結果として算出

BMIを低くしているが, CCとBMIとの相関は維持

されていると考えた.

表２のとおり, 男女共通e-BMIと女性用e-BMIの

比較では, 有意差が認められたが, 平均値の差は0.2

㎏/㎡と小さいため, 実用面では男女共通e-BMIを

使用しても支障はないと考えた.

表３～４のとおり, 甲斐e-BMIは男女共通e-BMI

および女性用e-BMIとの間で有意差が認められ, そ

の差も1.0㎏/㎡の差が認められたことから, 青年女

子への, 甲斐e-BMIの有用性が確認できたと考えた.

２) 男子スポーツ選手

(１) 全体

図５のとおり, 全体では, 算出BMIとCC間には

相関係数0.87719という非常に高い相関が認められ

た. また, 表5のとおり算出BMIと男女共通e-BMI

と男女共通e-BMI (以下, ２つのe-BMI) との間に

1.0～1.2㎏/㎡の差が認められたことから, スポーツ

選手には一般人から求めたe-BMIは使えないと考え

た.

体重をコントロールしている群として, 全体のほ

ぼ中央値にあたる算出BMI 21を用いて算出BMI

21未満群と算出BMI 21以上群の２群に分けて検討

を行った.

なお, 表８のとおり, 両群間の基本統計量には有

意差が認められることから, 結果の解釈にはこの差

の影響を考慮する必要がある.

－ 115 －

平均 標準偏差 t値 p値

算出BMI 24.3 3.6

男女共通e-BMI 24.8 2.5 －2.0901 0.0406

男子用e-BMI 24.2 2.0 0.1147 0.9091

注１：関連のある平均値の差の検定を実施.

注２：太字は５％未満の危険率で, 算出BMIと有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は65名

平均±
標準偏差
(算 出 BMI
21未満)

平均±
標準偏差
(算 出 BMI
21以上)

t値 p値

年齢 (歳) 15.6±1.2 16±0.9 －2.6513 0.0090

身長 (㎝) 166.5±7.5 169.9±5.9 －2.8569 0.0050

体重 (㎏) 53.5±6.1 70.3±12.9 －9.5799 0.0000

算出BMI 19.2±1.0 24.3±3.6 －10.8002 0.0000

男女共通e-BMI 21.0±1.5 24.8±2.5 －10.6018 0.0000

男性用e-BMI 21.1±1.2 24.2±2.0 －10.6463 0.0000

CC (㎝) 34.2±1.8 38.7±3.0 －10.6239 0.0000

注１：関連のない平均値の差の検定を実施

注２：太字は５％未満の危険率で有意差あり

注３：BMIの単位は, ㎏/㎡

注４：対象者は算出BMI21未満群が66名, 以上群が65名
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(２) 算出BMI 21未満群

図６のとおり, 算出BMIとCC間には相関係数

0.43598という有意ではあるが, これまでの0.8程度

の高い相関係数から考えると, 低い相関しか認めら

れなかったことから, 運動によるCCの肥大とダイ

エットによる体重の人為的な影響が強く出ていると

考えた.

算出BMIと２つのe-BMI間に有意差が認められた

が, 1.8～1.9㎏/㎡と大きいことからも, 運動による

CCの肥大とダイエットによる体重の人為的な影響

が強く出ているという考え方を支持する結果と考え

た.

(３) 算出BMI 21以上群

図７のとおり, 算出BMIとCC間には相関係数

0.85605という非常に高い相関が認められた.

表７のとおり､ 算出BMIと男女共通e-BMI間の平

均値の差0.1㎏/㎡では有意差が認められたが, 男性

用e-BMI間の平均値の差-0.1㎏/㎡では有意差が認め

られなかった. いずれにしても差の絶対値は0.1と

小さな値であったことから, ダイエットを行ってい

ない集団では, CCと算出BMIの関係は, 一般人と

大差が無いと考えた.

(４) 算出BMI 21未満群と以上群の比較

表８に示したとおり, 年齢, 身長, 体重, 算出

BMI, ２つのBMIおよびCC間において有意差が認

められたことから, 算出BMIを21で２つの群に分

けることで, 身長差3.4㎝とCC4.5㎝の影響を考える

必要があり, 今後の検討課題と考えた.

５. まとめ

今回の結果から, 体重コントロールによるe-BMI

との不適合事例を積み重ねることで, e-BMIの適用

方法に関するノウハウが確立させていく必要がある

と考えた. その適用として青年女子には甲斐e-BMI

が適切であることが確認できた.
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